
子ども食堂をきっかけに
地域とのつながりをはぐくむ
子どもがいる世帯をサポートすることで、
家族時間が「いい時

と
間
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顧客、地域の方々、社員同士
さまざまなコミュニケーションが生まれる
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　2014年に設立した『シマダリファインパートナーズ株式会社』は、
建物管理・大規模修繕工事、リフォーム工事やファシリティマネジ
メント、賃貸住宅の入居者のサポートなどを行っています。その建
築不動産業の会社が『子ども食堂』を始めたのは約１年前。代表取
締役社長・歌原麻里子さんの発案でした。
　「シマダグループの創業者で現会長の島田政治が千歳烏山で事
業を始めたため、古くからお付き合いさせていただいている不動
産オーナー様が多いのですが、不動産管理業はオーナー様以外
とは関わるきっかけが少ないため、もっと地域の方とコミュニケー
ションをとりたいと思ったのがきっかけです」。歌原さん自身が仕事
と育児の両立で大変なときに、ご自身の地元の子ども食堂に助け
られた経験があり、料理好きでもあることから、経済的困窮者に限
らず誰でも気軽に利用できる子ども食堂で地域の親子に喜んでも
らいたいと考えたといいます。
　「ママ友の話を聞いても、みんな本当に毎日忙しくて、かといって
コンビニ弁当ばかり食べさせるわけにいかないから苦労している。
そんな親たちのちょっとしたお役立ちになれればいいな、と思って
います。地域の方に限らず、弊社で働くパパやママたちにも利用し
てほしくて始めました」と歌原さん。
　子ども食堂は1か月半に１回開催、予約制で幼児から中学生まで
の子どもがいる世帯なら誰でもＯＫ。大人300円、子ども100円で、
家族全員分のお弁当を買うことができます。お米はグループ会社の
シマダライスから、副菜の材料の野菜類は顧客の不動産オーナー
で農業も営まれている方から、無償でご提供いただいているそうで
す。主菜は、子ども食堂の趣旨に賛同してくれたレストランで調理し
てもらった肉や魚の料理を、ほぼ材料費のみに近い金額で仕入れ
ています。
　シマダリファインパートナーズ株式会社だけでなく、グループ会
社からもメンバーを募り、毎回、都合がついた社員７～８人が炊飯
と副菜の調理、盛り付けをして夕方から販売。おいしいお米と地元
産の旬の新鮮な野菜やプロのシェフが作った料理を、誰でも安価
で味わえるお弁当とあって、オンラインで事前受付をするとわずか１
日で80食分の予約が埋まってしまうほど大好評です。

お母さんに「助かっています」と喜ばれたり、子ども
の笑顔を見られたりすることがやりがい。他にも何
かサポートする活動を考えたいと、歌原さんは地域
に目を向けています。

左から前田さん、山脇さん、若狭さん。
調理や盛り付けだけでなく、ときにはプライベートな
話もしてコミュニケーション。

区内の不動産オーナーか
ら提供される旬の農産物
「せたがやそだち」。新鮮で
おいしいと好評です。

シマダリファインパートナーズ株式会社

代表取締役 歌原 麻里子さん

　福祉団体などが運営す
る子ども食堂では、資金
や食材の調達に苦労する
ことが多くあります。
　「弊社では子ども食堂
は事業ではなく地域貢献
になればと考えています。
利益を求めるのではなく、
きちんとしたおいしいもの
を提供して地域の方々に
喜んでもらうことが第一。地域の一員として、無理なく楽しみながら
運営するからこそ続けられるのだと思います」と歌原さん。コミュニ
ケーションを大切にする社風で、部活動やイベントと同じように子ど
も食堂の活動を楽しむ社員も多いようです。
　現在はグループ会社のいろいろな拠点から20～60代の仕
事内容も多様な社員が参加。新宿の本社勤務の山脇弘子さん
は「オーナー様の畑で収穫を手伝うこともあり、普段の業務だと
オーナー様に直接お会いすることはないので良い機会になってい
ます」。前田キクヨさんは「いろいろな部署の人と話せるのが楽し
いですね」。不動産管理事業を経て、現在は酒蔵の事業に携わる
若狭一矢さんは「たくさんの地域の方々に喜んでもらえるのが嬉し
くて、やりがいを感じます」。
　顧客にもサポートをしてもらうことで、ビジネスライクではない良
い関係が築けると歌原さんはいいます。「賃貸住宅のオーナー様に
会うときは、修繕のご相談など、お金のかかる話が多いんですね。
子ども食堂という建物管理とは異なる接点があると、お伺いした際
にもオーナー様のお考えやその背景を知るきっかけになり、より良い
提案や世代を超えたお付き合いになるのではないかと思います」。
さらに新卒採用のホームページで活動内容を紹介することで、社会
貢献にも取り組んでいる会社であると学生からの応募のきっかけに
なることも。今後はインターンシップで子ども食堂に参加してもらい、
社風を感じとってほしいと考えているそうです。
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